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談話室
阪大強磁場を離れるにあたって
極限科学研究センター 金 道 浩 一*
「金道 アホアホ軍 団」だそ うです。名誉のため に断ってお きますが旧金道研 のメンバーのこ とで
はあ りません。我が愚息 とその一味の中学での呼び名です。う一ん、「アホの金道」な らまだ しも 「ア
ホアホ軍団」 とは情 けない。軍団で思い出す と言って も、石原軍団、たけ し軍団、 日光サル軍団、
シ ョッカーは地獄 の軍団 と、あ まり良い例があ りませ んね。 まあ息子が本 当にアホか どうかは微妙
な問題 だと思 いますが、軍 団以外 のご学友 は恐 ろ しく難 しい学習内容がすっと頭 に入るので驚 きで
す。 きっ と自分が中学の頃で は無理だろ うと思 える内容 なのに。 この数十年で人間の中身は変 わっ
ていないで しょうか ら、 きっとこれは教育 システムが良 くなったか らなので しょう。で も教 え方や
教 わ り方が上手で点数が取 れることは本 当に良いことなので しょうか?そ んなん、か しこい方が え
えに決 まってるやん と思 うのが普通です。で もか しこい人間は、す ぐ理解で きて、す ぐ覚 えられて、
と苦労 を知 らないため、時間をかけて もが き苦 しむ喜びを知 りません。良い点数だけを評価する と
結果 を追い求めますか ら、す ご く効率化 が進み ますが、本当に大事 なの はその プロセスです。アホ
の方 は自然 とプロセス重視 で、粘 り強 さを身につけますか ら実戦で どっちが有利 かそれほ ど簡単 に
は分か りません。
阪大強磁場 は伊達宗行名誉教授 によって1970年代 に作 られ ました。当然、誕生 した頃 を私 は正確
には知 りません。で もその草創期は楽 しかっただろうと想像 で きます。磁場が引 き起 こす色々な新
現象 を次々 と発見す るのですか ら強磁場は新 しくて特別 な実験装置 として迎 えられた事 で しょう。
今 もその価値 は不変だ と思いますが、取 り巻 く環境 は変 わってい ます。そのひとつは手強い競争相
手の登場 です。例 えば、米国はNHMFLとい うとんで もない規模 の強磁場施設 を作 って しまいま し
た。こいつ はソフ ト的には阪大強磁場の コピーだろうと思 うのですが、圧倒的な物量でや られて し
まうと対抗す るのは大変です。 しか し、 これにはあ ま り心配 してい ません。 なぜ な ら競争相手は本
当の敵ではな く、む しろ仲 間か なと思 うか らで、つ ま り彼 らであろうが我 らであろ うが強磁場 です
ば らしい研究 を行い、人類 の叡智 に寄与することがで きればそれは強磁場全体の誇 りだか らです。
もっ と厳 しい変化だ と思 うのは、実験物理学 における基礎技術 の欠如で はないで しょうか。磁場 を
例に とります と、今 ではお金 さえ出せば20テス ラの超伝導マグネ ッ トを買 うことはで きますが、そ
れはほとんどが外国製 品です。 これを使 って実験 をするならば、最悪の場合、外 国で見つけ られた
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試料 を作 り、外 国製の実験装置 を使 って論文 を書 き外 国の雑誌 に投稿す る事 にな りかね ません。磁
場がそうな ら他 も同 じで しょう。手っ取 り阜 く点数 を取 ろ うとす るとこの方法 は有効で しょうが、
効率的 に実験 がで きて点数 を取れて しまうことは本当 に良い ことなので しょうか?
強磁場 には200年以上の長い歴史があ りますが、その進歩 は 目には見え ませ ん。同 じ事 を繰 り返
しているように見 えて、ioO年後 には明確 な進歩があ ります。強磁場 を必要 とす る研究があ って も
誰かが強磁場 を作 り続 けなければ、その研究 を遂行する ことはで きませ ん。 しか し、私の経験 では
強磁場 を作 り出す ことだけでは決 して評価 され ません。だか ら強磁場 をやろ うとい う研 究者 は決意
と自覚 を持 って、 もがかなければな らないのです。た とえ評価 され な くともや り抜 くのだ とい う決
意 と、自分が強磁場 の進化の途上 にお り、受 け継 ぐ役 目があるこ との自覚です。そ して強磁場の様 々
な限界 に挑戦 しその領域 を広 げ、強磁場科学の裾野 を広 げ、多 くの研究者が参加で きる環境 を整 え
門戸 を大 きく広 げ、い つかは新 しい現象 を発見 しない といけませ ん。 またその中か ら必ず後継者 を
育てない といけ ません。 これは他の物性研究 と時間スケールが異 なるように思い ます。 また、 この
時間スケールが法人化後の大学が持つ時間スケールと合 わない事が問題 となるか も知れ ませ ん。あ
るいは、強磁場 とい う中規模研究施設の代表 を大学単独の裁量で運営 してい く事 も難 しいで しょう。
ただ、これに関 しては大阪大学の見識 に期待する以外 あ りませ ん。
私 の先生 は伊達先生 だけです。この世界 での父親 であ り、その背 中を見て育って きたつ もりです。』
先生 の教 えに 「よく遊 び、 よく学べ」 とい うのがあ ります。 これ はまず遊 んでか らで ない と本気で
学 ぶ事 はで きない、の意ですが私 は これを勘違い して 「よく遊 び、 よく遊べ」 と思い こんでいま し
た。つ まり、 もうええわ、 と言 うところまで遊 んで も、そ こで止めては ダメで、そ こか ら更に遊ば
ないといかん と信 じ込んで実践 して きました。この前、 どうや らこれが勘違いであ った事が発覚 し
たのですが、今更 どうしようもないので、 これを私 オ リジナルの信条 としてい ます。ついでにオリ
ジナル第二弾 で 「論文は読 まない、書 かない、追いかけない」 も付 け加 えてお きます。この二つの
信条 を守 って、物性研 に第二の 「金道アホアホ軍団」 を構築 し、阪大強磁場 も含めた 日本全体で強
磁場科学 を再興することが私の使命であると考 えています。
最後にな りま したが、極 限科学研究センターの阪大強磁場で好 きなことを続 け られたのは、天谷
元セ ンター長、鈴木前セ ンター長、北 岡セ ンター長、そ して理学研究科 の大貫先生 のお陰で した。
また、金道研 で勝手気 ままに振 る舞 えたのは、助手の鳴海 さんが真面 目に仕事 を して くれて、技官
の谷口 さんが何で も工作 して くれて、事務 の森 さんがお茶 を入れて くれて、多 くのボス ドクお よび
学生の皆 さんが ソフ トボールやテニスにつ きあって くれたお陰で した。謝辞 を言い出す ときりがな
いですが、低温セ ンターの浅井 さん、株 さん、工作 センターの三島さん、片山 さん を始め として多
くの方には大変お世話 にな りました。 もうこれ以上 の環境で研 究す る事 は無いや ろうなあ。あ りが
とうござい ました。
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